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岩片カミ打ち込まれた樹幹と1984年濁川岩屑流…
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1984年9月14日の長野県西部地震により御岳山八合目付近か

ら岩屑流カ溌生した･岩屑流は木曽ひのきの森林を襲い無

数の立ち木を巻き込んだ･下流では運ばれる途中で枝や表皮

がはぎとられた樹幹が大量に見いだされた1注意深く観察す

ると切り裂かれた樹幹ρ表面には岩片や砂粒が木目をたち切

って強固に食い込んでおり岩屑流の猛威を物語っている･

これらの岩片は凄まじい岩層流の中でどのようなスピｰド

でカで打ち込まれたものであろうか.

(1984年11月12目玉滝村氷ケ瀬西方700m地点において採取し

た樹幹写真正井義郎文三村弘二星住英夫).
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